
【新】【創】
1 「逃げ遅れゼロプロジェクト」

の強化・推進事業費
[010301][010302]

危機管理防災課 Ｒ３予算

【新】【創】
2 避難所ＴＫＢ環境改善向上

事業費
[010302]

危機管理防災課 Ｒ３予算

【地】
3 火山対策事業費

[010301]

危機管理防災課 Ｒ３予算

4 緊急消防援助隊関東ブロック
合同訓練事業費
[010102]

消防課 Ｒ３予算

0

6,843 Ｒ２当初 0

◎ 消防体制の充実強化

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【創】：しあわせ信州創造経費事業
 　　 　　【地】：地域振興局長の要望・提案反映事業

危機管理部

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

「逃げ遅れゼロ」の実現を目指すため、信州防災アプリ（仮称）の構築やシス
テムの更新等を行います。

　　　・「信州防災アプリ」（仮称）の構築等
　　　・率先安全避難者制度の運用
　　　・防災情報システムの改修・更新

*「信州防災アプリ」登録者数：10,000名（2021年度）

63,242 Ｒ２当初

[R2.6月補正] [2,600]

大規模災害の発生による緊急消防援助隊の派遣を想定し、消防応援活動調
整本部の運用など、長野県の受援体制を検証するとともに、関東ブロック都
県及び県内消防本部の連携による実践的な部隊運用訓練を実施します。

　　　・実施時期　令和3年10月
　　　・実施場所　上田市　ほか

◎ 災害対策の推進

*御嶽山火山マイスター：17人（2020年度）→20人（2021年度）

◎ 危機管理体制の整備

（一部 ふるさと信州寄附金基金活用事業）

36,290 Ｒ２当初 12,639

4,985 Ｒ２当初 0

大規模災害発生時の避難所環境を改善・向上させるため、市町村・ＮＰＯ団
体等と連携し、避難所のＴＫＢ（トイレ・キッチン・ベッド）の環境改善に取り組
みます。

　　　・仮設トイレ快適環境創出事業
　　　・避難所における良好な生活環境のあり方検討会の開催
　　　・避難所・孤立集落多角的電源確保事業

*快適トイレ導入基数：25基（2021年度）

県関係火山に対する防災対策を推進するため、火山防災協議会の運営支
援を行うとともに、御嶽山の火山防災対策を強化します。

　　　・名古屋大学御嶽山火山研究施設運営支援事業
　　　・御嶽山火山マイスター認定・運営支援事業
　　　・火山避難施設整備支援事業

10 (危機管理部-1)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

5 消防防災航空体制再構築
事業費
[010103]

*消防防災ヘリコプターの安全運航

消防課 Ｒ３予算

6 防災行政無線設備更新
事業費
[010101]

*災害時の通信確保率：100%（2021年度）

消防課 Ｒ３予算

2,982,726

消防防災航空体制を再構築するため、購入したヘリコプターでの訓練を実施
し、緊急運航の段階的な再開を目指します。また、更なる安全運航体制の構
築に向け、研修・訓練による技術力の強化に取り組みます。

　　　・操縦士及び整備士の養成
　　　・安全運航のための訓練・研修

94,572 Ｒ２当初

◎ 防災情報基盤の整備

災害時に安定した通信手段を確保するため、老朽化した防災行政無線地上
系電源設備を更新します。

　　　・予備発電機　　 8式
　　　・直流電源装置　2式

253,682 Ｒ２当初 18,598
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1 信州学び創造事業費
[020103]

総合政策課 Ｒ３予算

2 国際関係パートナーシップ
強化事業費
[021101]

国際交流課 Ｒ３予算

3 北京冬季オリンピック・パラ
リンピック交流強化事業費
[021101]

国際交流課 Ｒ３予算

【新】
4 ホストタウン・事前キャンプ地

における新型コロナウイルス
感染症対策事業費
[021101]

国際交流課 Ｒ３予算

企画振興部

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

学びの関係人口の拡大と交流を推進し、これからの学びを創造するため、
様々な立場で学びに関わる人々が国内外の多様な学びに触れ、互いに交流
を深めるシンポジウム等の開催や、WEB上の交流プラットフォームの構築を行
います。

　　　・イベント「Learn by Creation NAGANO」の開催（シンポジウム、ワーク
　　　　ショップ等）
　　　・WEB上の学びの交流プラットフォームの構築

9,000 Ｒ２当初 15,576

◎ 「学びの県づくり」の推進

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【創】：しあわせ信州創造経費事業
 　　 　　【地】：地域振興局長の要望・提案反映事業

*シンポジウム等参加者数：1,500人以上(2021年度)

中国、韓国、米国等との連携を強化し、観光・経済分野等での相互利益を創
出するため、友好都市等との交流事業を実施します。

　　　・中国政府要人招へい、青少年交流促進・松本空港へのチャーター便
　　　　誘致に向けた職員派遣
【拡】・友好協定締結5周年を迎える韓国江原道・ソウル特別市への訪問
　　　・ミズーリ大学コロンビア校の学生の受入れ

3,003 Ｒ２当初 1,872

◎ 国際交流の推進

北京冬季オリンピック・パラリンピック競技大会が開催される中国との友好交流
や経済交流を促進します。

　　　・長野県スキージュニア選手の河北省への派遣による中国選手との合同
　　　　練習の実施
　　　・開催予定地の河北省の担当者を受入れ、競技運営の研修等の実施
【新】・北京冬季オリンピックへの出席及び要人との会談

*ジュニア選手交流競技数：1競技(2021年度)

5,744 Ｒ２当初 1,903
（一部 ふるさと信州寄附金基金活用事業）

東京オリンピック・パラリンピック競技大会のホストタウン・事前キャンプ地にお
ける新型コロナウイルス感染症対策を実施します。

　　　・選手、自治体職員等の感染の有無を調べるためのPCR検査等
　　　・選手等の受入時に市町村が行う新型コロナウイルス感染症対策への
　　　　支援

（文化振興基金活用事業）

200,000 Ｒ２当初 0
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事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

5 移住・交流推進事業費
[021001]

信州暮らし推進課 Ｒ３予算

【新】
6 デジタルを活用した情報発

信・相談窓口整備事業費
[020401]［020501］

先端技術活用推進課
広報県民課 Ｒ３予算

【新】【創】
7 ＤＸ推進体制強化事業費

[020401]

先端技術活用推進課 Ｒ３予算

【創】
8 デジタル人材育成・誘致

事業費
[020401][070403]

先端技術活用推進課
産業労働部創業・サービス
産業振興室 Ｒ３予算

迅速で、より目的に適した県政情報の発信や時間・場所にとらわれず県に相
談できる環境を整備するため、デジタル媒体による広報を強化するとともに、
ＡＩを活用した相談窓口を開設します。

　　　・ＷＥＢ広告による情報発信
【創】・県ホームページにおける相談チャットボットの構築・運用

*WEB広告1テーマ当たりクリック数：2万回以上(2021年度）

21,240 Ｒ２当初 0

多様なＩＴ人材の育成・誘致のため、県内のＩＴ関連の取組の実施拠点を５Ｇで
つなぎ、デジタルを活用した新事業創出を目指す人材が県内各地から参加で
きる機会を提供するとともに、その取組を全国に発信します。

【新】・ＩＴ関連のセミナー・勉強会等をつないだ産学官連携イベントを実施
　　　・デジタル人材育成応援イベント「Nagano Fledge」の開催

*各地域で活動する取組と連携したイベント延べ参加者数：450人(2021年度)

（一部 地方創生推進交付金活用事業）

11,149 Ｒ２当初 12,848

*「Nagano Fledge」延べ参加者数：1,500人(2021年度)

6,600 Ｒ２当初 0

[R2.9月補正] [49,493]

◎ 「長野県DX戦略」の具体化

*デジタル相談窓口（チャットボット）利用件数：3,650件(2021年度)

◎ 移住・交流の推進

地方回帰の動きを捉え、移住者や二地域居住者を県内に呼び込むため、仕
事と暮らしをセットにした情報発信や移住者受入体制の充実に取り組むととも
に、都市部住民と県内地域をつなぐ取組を推進します。

【創】・副業人材を活用し、クリエイティブ人材誘致の取組を実施
　　　・田舎暮らし「楽園信州」推進協議会と連携した移住セミナー等の開催
　　　・ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援センターとの連携
　　　・地方に関心を持つ都市部住民（つながり人口）との協働による地域課題
　　　  解決プログラム等の実施

*移住者数：2,323人(2019年度)→2,850人(2021年度)

61,863 Ｒ２当初 56,487

*移住相談件数：8,171人(2019年度)→9,000人(2021年度)

*週末信州人等登録者数：251人(2019年度)→350人(2021年度)

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）推進体制強化のため、ＩＴに関する最新
かつ専門的な知識を有する調査会社等から助言・指導を受け、専門性の高い
職員を育成します。
　
　　　・ＩＴに関する助言・指導業務の委託

（一部 地方創生推進交付金、ふるさと信州寄附金基金活用事業）
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事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

【新】【創】
9 公共交通機関における

キャッシュレス化推進事業
補助金
[020601]

交通政策課 Ｒ３予算

【新】
10 地域公共交通計画策定

支援事業補助金
[020601]

交通政策課 Ｒ３予算

11 信州まつもと空港利活用・
国際化推進事業費
[020701]

松本空港利活用・国際化推進室 Ｒ３予算

12 地域振興局事業費
[020802]

地域振興課 Ｒ３予算

*推進費を活用した事業のうち成果指標を達成した事業の割合：65%(2021年度)
（一部 ふるさと信州寄附金基金活用事業）

903,486 Ｒ２当初 951,147

*国内定期便利用率：68.9%(2019年度)→65.0%(2021年度)
*国際チャーター便就航数：44便(2019年度)→10便(2021年度)

◎ 個性豊かな地域づくり

生活圏を基本として、地域の交通課題の解決に向けた取組が着実に進むよ
う、複数の市町村等が共同で行う地域公共交通計画策定に係る費用を支援し
ます。

　　　・事業主体　　　　市町村（複数で取り組む場合に限る）、広域連合　等
　　　・補助対象経費　地域公共交通計画策定に係る経費
　　　・補助率　　 　　　1/2以内（上限350万円）

*県内市町村の地域公共交通計画策定率：40.2%(2019年度)→50.0%(2021年度)
（一部 ふるさと信州寄附金基金活用事業）

県内公共交通機関におけるキャッシュレス決済を推進するため、乗合バス事
業者が行う機器導入等に係る費用を支援します。

　　　・事業主体　　　　乗合バス事業者（県内高速・特急バス路線を運行する
　　　　　　　　　　　　　 者に限る）
　　　・補助対象経費　ＱＲコード決済やクレジットカード非接触決済対応の車
　　　　　　　　　　　　　 載器、システム導入等の初期費用に要する経費
　　　・補助率　　 　　　2/5以内

*クレジットカード非接触決済端末導入車両数：0台(2019年度)→170台(2021年度)

27,600 Ｒ２当初 0

◎ 地域公共交通の維持・発展

449,030

信州まつもと空港の利用回復と発展・国際化を推進するため、発着路線の利
用促進や拡充に取り組むとともに、安全・安心な空港に向けた管理運営を行
います。

　　　・広告宣伝活動や旅行商品造成支援等による国内線の利用促進
【新】・沖縄とのチャーター便の運航促進
　　　・国際チャーター便の誘致及び国際乗継便の利用促進
　　　・空港施設・設備の整備、修繕及び保守管理等の実施

10,500 Ｒ２当初 0

[R2.6月補正等] [△874]

地域の強みや特性を最大限に活かした地域活性化を図るため、多様な主体
による自主的・主体的な取組を支援するとともに、地域振興局長がリーダー
シップを発揮し、現地機関が一体となって施策に取り組みます。

　　　・地域発 元気づくり支援金を活用した地域の元気を生み出す取組の
         支援
　　　・地域振興推進費を活用した地域課題解決のための事業の実施

*支援金を新たに活用した団体数：1,735団体(2019年度)→2,010団体(2021年度)

*信州まつもと空港利用者数：157千人(2019年度)→160千人(2021年度)

498,495 Ｒ２当初
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事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

13 地域活性化推進事業費
[020801]

地域振興課 Ｒ３予算

14 市町村の広域連携推進
事業費
[020901]

地域振興課 Ｒ３予算

【創】
15 新型コロナウイルス感染症

情報発信事業費
［020501］

広報県民課 Ｒ３予算

【新】
16 データ活用による政策形成

推進事業費
[020101]

総合政策課 Ｒ３予算

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業）

53,485 Ｒ２当初 0
[R2.4月補正等] [57,770]

36,000 Ｒ２当初 36,000

住民主体の地域課題解決を進めるため、地域づくり活動の担い手や担い手を
支援する人材の育成・確保・活動支援等に取り組みます。

　・県地域おこし協力隊員の配置や研修等の開催による市町村協力隊員の
　　円滑な受入れや活動の支援
　・住民の対話と学びを促し、その活動に寄り添う人材の活動支援
　・特別豪雪地帯において住宅除雪支援員を派遣する市町村の支援
　・地域づくり団体全国研修交流会長野大会実行委員会への負担金

*中間支援人材育成講座修了生のうち活動した者の割合：65%(2021年度）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大や誹謗中傷の防止、経済活動への対
応等に係る機動的な情報発信を、関係部局と連携して行います。

　・テレビCM、番組放送
　・WEB、新聞広告掲載
　・ポスター作成　等

◎ 新型コロナウイルス感染症への対応

[R2.6月補正等] [4,999,696]

市町村の持続的・効果的な行政サービスの提供に資するため、国の支援制度
が適用されない地域において、市町村が広域的に連携して実施する事業に
対して助成します。

　・対象地域　北アルプス地域　5市町村、木曽地域　6町村
　・補助率　 　1/2以内

*圏域全体の活性化に取り組む圏域数：9圏域(2020年度)→9圏域(2021年度)

*市町村地域おこし協力隊員の定着率：77.4%(2019年度)→75%(2021年度)

20,459 Ｒ２当初 18,788

◎ データを活用した政策形成の推進

統計データ等の客観的な証拠に基づく政策形成を推進するため、データを効
果的に活用した本県の現状の把握とその要因の分析、職員のスキルアップの
ための取組等を実施します。

　・現状の把握と要因の分析
　・職員によるワークショップ　等

14,619 Ｒ２当初 0
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事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

17 スマート自治体推進事業費
[020202]

情報政策課 Ｒ３予算

◎ しごと改革・働き方改革の推進

行政のデジタル化による県民サービスの向上及び業務の効率化を図るため、
ＩＣＴの活用を推進します。

　・次期情報システムの構築（円滑にテレワークを行えるセキュリティレベルの
　　高い情報通信システムの整備、職員間のコミュニケーションツールの導入、
　　庁内会議室等の無線ＬＡＮ環境の整備）
　・ＲＰＡ開発・運用（60→100業務程度）
　・テレワークの推進（タブレット端末、モバイルパソコン等の配置）
　・テレビ会議・ＷＥＢ会議の推進

*ＲＰＡ適用業務数：60業務(2020年度)→100業務(2021年度)

3,513,340 Ｒ２当初 145,118
[R2.4月補正] [2,139]

16 (企画振興部-5)



1 公文書審議会運営事業費
[030902]

情報公開・法務課 Ｒ３予算

2 新文書管理システム構築事
業費
[030902]

情報公開・法務課 Ｒ３予算

【新】
3 中長期修繕・改修事業費

[030602]

財産活用課 Ｒ３予算
[債務負担行為額]

4 職員研修事業費
[031101]

職員キャリア開発センター Ｒ３予算 23,958 Ｒ２当初 24,502

令和3年3月に策定予定の「中長期修繕・改修計画（個別施設計画）」に基づ
き、県有施設の長寿命化等を図るため、計画的に修繕・改修工事等を実施し
ます。

　　　・他部局予算額を含めた全体事業費　2,820,725千円
　　　・老朽化が進む県有施設の計画修繕
　　　・県庁本館棟の省エネルギー化改修の可能性調査
　　　・災害時に拠点となる施設等の浸水対策に向けた調査・設計

1,778,374 Ｒ２当初 0
[441,334]

若手職員の早期育成や管理監督者のマネジメント力向上のための体系的な
研修を実施するとともに、職員自身の強み・弱みに応じた主体的な学びへの
支援を行います。

【拡】・ｅラーニングやオンライン研修を積極的に活用し、研修効果を向上
　　　・キャリアステージに応じた政策形成研修、マネジメント研修等の実施
　　　・自己啓発活動の支援

*職員研修の活用度：77.3点（2019年度）→前年度を上回る（2021年度）

[債務負担行為額] [123,705]

「長野県公文書等の管理に関する条例」に基づき設置した審議会において、
公文書管理の具体的な基準について、その実効性や内容の客観性を確保す
るため、専門的な見地による審議を行います。

878 Ｒ２当初 962

令和4年4月に本施行となる「長野県公文書等の管理に関する条例」に沿った
文書管理を行うため、新たな文書管理システムを構築します。

123,705 Ｒ２当初 0

◎ 県庁の自治力強化

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【創】：しあわせ信州創造経費事業
 　　 　　【地】：地域振興局長の要望・提案反映事業

総務部

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

17 (総務部-1)



1 私立学校振興事業費
〔041001〕

基金活用事業）

私学振興課 Ｒ３予算

2 信州高等教育支援センター
事業費
[041101]

*県内大学生インターンシップ参加率：35.2%（2019年度）→41.0%（2021年度）

（一部 地方創生推進交付金、ふるさと信州寄附金基金活用事業）

高等教育振興課 Ｒ３予算

3 公立大学法人長野県立大学
関連事業費
[041102]

高等教育振興課 Ｒ３予算

　　　※ 【新】：新規事業
 　　 　　【創】：しあわせ信州創造経費事業
 　　 　　【地】：地域振興局長の要望・提案反映事業

県民文化部

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 私学・高等教育の振興

[R2.4月補正等] [228,277]

私立学校の教育条件の維持向上や児童生徒等の経済的負担の軽減のため、
運営費補助や授業料の支援などを実施します。

【拡】・私立高等学校教育振興費補助金
　　　　授業目的公衆送信補償金相当額を補助単価に加算
【拡】・私立幼稚園教育振興費補助金
　　　　幼稚園教育の質の向上のため、補助単価を引上げ
【創】・私立高等学校授業料等軽減事業補助金
　　　　新型コロナウイルス感染症の影響等により、家計が急変した世帯に対す
　　　　る授業料の支援を継続

*私立高等学校全日制定員充足率：96.7%（2019年度）→97.14%（2021年度）

*私立高等学校授業料滞納率：0.24%（2019年度）→0.19%（2021年度）

（一部 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、ふるさと信州寄附金

11,483,846 Ｒ２当初 10,875,043

グローバルな視野でビジネスや地域社会にイノベーションを創出し、地域に貢
献するリーダーの育成と、地域課題を解決する研究活動など、長野県立大学が
行う取組を支援します。

【拡】・長野県立大学運営費交付金（令和4年4月予定の大学院設置に向けた
　　　 準備経費及び県内産100パーセント再生可能エネルギー由来電力の調
　　　 達経費を含む）
　　　・長野県立大学評価委員会の開催

1,076,681 Ｒ２当初 1,094,493

[R2.9月補正] [△2,800]

14,078 Ｒ２当初 566,793

*県内大学の収容力：19.4%（2020年度）→維持向上（2022年度）

*県内大学志願者数：16,679人（2019年度）→維持向上（2021年度）

県内高等教育機関の魅力向上と産学官連携による県内への人材定着のため、
信州高等教育支援センターにおいて、学生のキャリア形成や社会人のニーズ
に合わせたリカレント教育などを支援します。

　　　・大学生のインターンシップのマッチング支援や海外インターンシップ
　　　 経費への補助
　　　・県内外に県内の大学及び短期大学の魅力を発信
【新】・社会人向けリカレント教育講座の開設経費への補助

18 (県民文化部-1)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

4 しんしゅう多文化共生新時代
地域づくり推進事業費
[040301]

（一部 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業）

多文化共生・パスポート室 Ｒ３予算

5 芸術文化活動推進事業費
［040101］

文化政策課 Ｒ３予算

6 長野県立美術館運営事業費
[040101]

 事業）

信濃美術館整備室 Ｒ３予算

*モデル自治体新規創出数：2か所（2021年度）

*日本語交流員の養成人数：56人（2018年度）→累計157人（2021年度）

18,877 Ｒ２当初 11,772
[R2.9月補正] [8,658]

◎ 多文化共生の推進

「長野県多文化共生推進指針2020」の基本目標「共に学び、共に創る  しんしゅ

う多文化共生新時代」を創造するため、モデル自治体
※

への支援及び好事例の
県内他市町村への発信等を行います。

※ 先駆的な日本語教室(地域の交流の場も提供)を運営する自治体（県指定）

【拡】・モデル教室への日本語教師等の派遣、日本語教室運営への助言及び
　　　 日本語交流員の養成等
　　　・外国人にも理解しやすい「やさしい日本語」等、外国人との多文化コミュ
　　　 ニケーションに必要な知識を習得する講座の開催
【創】・ＳＮＳを活用した外国人県民に対する新型コロナウイルス感染症情報の
　　　  発信
　　　・災害多言語支援センターの設置・運営訓練及び外国人のための防災
　　　　訓練の実施

[R2.4月補正等] ［6,552］

◎ 文化芸術の振興

生涯にわたって文化芸術に親しみ、楽しむことができるようにするため、「長野
県文化芸術振興計画」に基づく文化芸術施策を展開します。

【拡】・長野県におけるアーツカウンシル
※

の構築に向けて、人材育成や活動
　　　  支援の取組を実施
　　　　　　　　 ※ 専門的人材が文化芸術活動に関する相談や助成などの支援を行う仕組み

　　　・東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた長野県文化プ
　　　　ログラムとして、芸術監督団等の企画による各種事業の実施を支援
　　　・北アルプス国際芸術祭2020‐2021の開催支援
　　　・セイジ・オザワ 松本フェスティバルの共催　　　　　　　　　　　　　　　　等

*文化芸術活動に参加した人の割合：64.9%（2019年度）→72.5%（2022年度）

（一部 文化振興基金、ふるさと信州寄附金基金活用事業）

251,990 Ｒ２当初 300,136

[R2.11月補正] [21,371]

国内外の人々が集い、信州の魅力を発信する文化・観光の拠点として、新しく
生まれ変わる長野県立美術館を運営します。

　　　・開　館　令和3年4月10日
　　　・オープニング展覧会の開催
　　　　4月～8月　完成記念展覧会、建築展、制服展、映像展　等
　　　　8月末～　  グランドオープン記念展「森と水と生きる」、収蔵名品展　等
　　　・その他の開館イベント
　　　　「霧の彫刻」オープニングイベント、屋上広場でのワインガーデン　等

*県立美術館への来館者数：60万人(2021年度)

（一部 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、文化振興基金活用

475,950 Ｒ２当初 360,145

19 (県民文化部-2)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

7 交通安全推進事業費
[040502]

くらし安全・消費生活課 Ｒ３予算

8 消費生活安定向上事業費
[040501]

くらし安全・消費生活課 Ｒ３予算

9 人権尊重推進事業費
[040601]

人権・男女共同参画課 Ｒ３予算

Ｒ２当初 22,100
[R2.9月補正] [△186]

◎ 安全な暮らしの確保

交通事故のない安全で安心な県民生活の実現のため、関係団体等と連携し、
自転車の安全利用や、高齢ドライバーの事故防止対策等を推進します。
　
　　　・長野県交通安全運動推進本部・地方部による啓発活動等の実施
　　　・交通事故相談所を通じた被害者等への相談及び助言の実施
　　　・自転車の安全利用等の広報・啓発、自転車損害賠償保険等の加入
　　　 促進等
　　　・運転能力の低下に対する「気づき」を促す講習会講師の養成等、高齢
　　　 ドライバーの運転事故防止関連対策の実施

*交通事故死傷者数：7,624人（2019年）→6,500人以下（2021年）
*自転車事故発生件数：772件（2019年）→715件以下（2021年）
*高齢ドライバー事故による死者数：24人（2019年）→23人以下（2021年）
（一部 ふるさと信州寄附金基金活用事業）

124,293 Ｒ２当初 119,470
[R2.9月補正] [△19]

◎ 人権が尊重される社会づくり

「人権が尊重される長野県」を実現するため、住民に親しみやすく参加しやすい
人権啓発活動等を実施します。

　　　・県内スポーツ組織と連携した啓発の実施
　　　・人権フェスティバル、企業人権セミナー等講演会、イベントの実施
　　　・人権啓発センター及び性暴力被害者支援センターの運営
　　　・人権を取り巻く環境の変化と、令和2年度に実施した「人権に関する
    　  県民意識調査」の結果を踏まえ、長野県人権政策推進基本方針を改定
【創】・新型コロナウイルス感染症に伴う誹謗中傷等を抑止するための啓発の実

    　  施
※

　　　　　※予算は15ページ「15　新型コロナウイルス感染症情報発信事業費」（企画振興部）に計上

*人権が尊重されていると思う人の割合：53.0%(2019年度)→60.0%(2021年度)

22,873

[△1,046]

消費生活の安定・向上のため、消費者教育等を実施するとともに、持続可能な
脱炭素社会づくりに向け、長野県版エシカル消費の実践を促進します。

【拡】・エシカルな商品の「見える化」等により、県民や事業者に自発的な実践
　　　　を働きかけ、「長野県版エシカル消費」を推進
　　　・消費生活に関する幅広い知識を習得できる消費者大学をＷＥＢ配信に
　　　　より開催
　　　・市町村の消費生活相談体制の整備・強化を支援

*消費者大学・出前講座等受講者数：2万人（2021年度）
*長野県版エシカル消費認知度：75%（2021年度）
（一部 ふるさと信州寄附金基金活用事業）

149,548 Ｒ２当初 155,969
[R2.9月補正]

20 (県民文化部-3)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

10 男女共同参画推進事業費
[040602]

人権・男女共同参画課 Ｒ３予算

11 結婚・子育て応援事業費
[040701]

次世代サポート課 Ｒ３予算
        

12 保育体制強化推進事業費
[040802]

こども・家庭課 Ｒ３予算

[R2.9月補正] [△515]

35,061 Ｒ２当初 42,832

◎ 子ども・子育て支援の充実

「スマート婚活」を推進するなど若者等の出会いの機会の拡大を図るとともに、
支援者の養成、ライフプランニング支援等の総合的支援を行います。また、安
心して子育てができる環境づくりを官民一体で進めます。

【創】・スマホからのアクセス対応やＡＩによるお見合い提案等の新機能を充実
        した結婚マッチングシステムを構築
　　　・ポータルサイトで婚活イベント等の情報発信
　　　・公的結婚相談所相談員のスキルアップ研修の実施
　　　・県内大学におけるライフデザインセミナーの開催
 　　 ・ながの子育て家庭優待パスポートの協賛店の拡大　　　　　　  　　等

*県と市町村等の結婚支援事業による婚姻件数：241件(2019年度)→331件(2021年度)

83,915 Ｒ２当初

59,623

*県審議会等での女性委員の割合：42.4%(2019年度)→50.0%(2021年度)

*民間企業の課長相当職以上に占める女性の割合：9.9%(2018年度)→15.0%(2021年度)

ジェンダー平等で持続可能な活力ある社会づくりを進めるため、家庭、地域、雇
用の場における男女共同参画を推進するとともに、啓発・発信機能を強化しま
す。

　　　・市町村と連携した第5次長野県男女共同参画計画の推進
　　　・地域活動における男女共同参画を進める講座の実施
　　　・関係団体と連携した男女共同参画推進県民大会や女性活躍推進セミ
        ナーの開催
【新】・男女共同参画センターが行う講座のオンライン化、所有する情報資産の
        有効活用に向けた整理

◎ 女性が輝く社会づくり

（一部 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業）

待機児童の発生を抑制するため、保育体制の整備を総合的に実施します。

　　　１　保育士人材バンクに保育士再就職支援コーディネーターを配置

　　　２　3歳未満児保育の受け皿となる地域型保育事業の開設を支援
　　　　　・事業主体　民間事業者
　　　　　・補助率　　 国庫補助対象経費の1/8

*地域型保育事業新規開設所数：6か所(2021年度)

[2,023][R2.9月補正等]

37,716

59,373 Ｒ２当初

21 (県民文化部-4)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

13 信州やまほいく（信州型自然
保育）普及事業費
[040802]

こども・家庭課 Ｒ３予算

14 子ども・若者育成支援
事業費
[040702]

ふるさと信州寄附金基金活用事業）

次世代サポート課 Ｒ３予算

15 新たな社会的養育推進
事業費
[040901]

児童相談・養育支援室 Ｒ３予算

183,563 Ｒ２当初 179,482

子ども・若者が社会的に自立した個人として健やかに育つことができ、また支援
を必要とする子ども・若者を支えることができる環境整備を行います。

【新】・不登校児童生徒の学校以外の「まなびの場」の充実のための助成
　　　・困難を有する子ども・若者の自立支援の場を運営する民間団体へ助成
　　　・子どもの性被害予防のための研修会の実施
【拡】・信州こどもカフェに対し開催に要する経費のほか、新型コロナウイルス感
　　　　染症の影響によるかかり増し経費等を助成
　　　・長野県発達障がい者支援対策協議会の開催
　　　・通信制高校サポート校を利用する低所得世帯の利用料負担の軽減
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

*発達障がい者サポーター養成講座受講者数：14,883人（2019年度）→18,000人（2021年度）

（一部 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、こどもの未来支援基金、

[R2.9月補正] [3,884]

101,360 Ｒ２当初 87,458

[R2.4月補正等] [17,330]

社会的養護が必要な新生児等の家庭環境下での養育を進めるため、里親委
託を推進するとともに、予期せぬ妊娠に悩む妊婦等への支援を行います。
併せて、子どもと子育て家庭を切れ目なく支えるため、「児童家庭支援セン
ター」の運営を支援するとともに、「子ども家庭支援ネットワーク」の市町村への
普及を促進します。

【拡】１　乳児院による包括的里親支援事業
        　 里親の新規開拓から、里親委託後の養育相談までを一貫して行う
        　 包括的里親支援を推進（1か所→2か所）

　　　２　予期せぬ妊娠に悩む妊婦等支援事業
        　 産科医療機関、乳児院等の専門機関が連携し、出産後の養育に
　　　　　 リスクを抱える妊婦等への支援の充実を推進

　　　３　児童家庭支援センター運営事業
　　　　　身近な場所で専門的な児童家庭相談を行う児童家庭支援センター
　　　　　の運営費を補助（5か所）

　　　４　子ども家庭支援ネットワーク普及促進事業費
　　　　　「子ども家庭支援ネットワーク」の市町村への普及を促進

*里親等委託率：16.1%（2018年度）→20.4%（2021年度）

幼児期の子どもの基本となる能力を育むため、信州の豊かな自然環境と多様な
地域資源を活用した「信州やまほいく（信州型自然保育）」の普及を推進しま
す。

　　　・信州型自然保育認定制度の運用及び保育環境等の向上支援
　　　・信州やまほいく認定園を利用する世帯の保育料負担軽減※
　　　・信州型自然保育に係る研修、交流会の開催及び広報

*信州やまほいく（信州型自然保育）認定園数：226（2020年度）→250（2021年度）

（一部 ふるさと信州寄附金基金、森林づくり県民税基金活用事業）

40,099 Ｒ２当初 54,302

　※一部は幼稚園類似施設に対する国事業により実施

22 (県民文化部-5)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

16 ひとり親家庭支援事業費
[040801]

こども・家庭課 Ｒ３予算

17 協働・共創推進事業費
[040401]

県民協働課 Ｒ３予算

新型コロナウイルス感染症の影響の長期化に伴い、生活困難に直面しているひ
とり親家庭を支援します。

　　　１　就業・自立支援センター事業
　　 　　 就業支援員を配置し、職業の紹介、情報提供を実施するとともに、
　　　　  就職に有利な資格等を取得するための講習会を開催

*母子家庭等就業・自立支援センターを通じた就職者数：

（一部 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業）

1,269,973 Ｒ２当初 1,244,393

　　　２　児童扶養手当給付事業
　　 　　 ひとり親家庭の生活の安定と児童福祉の増進を図るため、低所得
　　　　  のひとり親に対し手当を支給

【新】３　ひとり親家庭養育費相談事業
　　　 　 養育費受給を支援するため、弁護士による法律相談を実施

　103人(2019年度)→120人(2021年度)

[R2.6月補正等] [5,380]

◎ 協働・共創の推進

企業や大学、外部人材などとの連携・協働を加速し、共創による課題解決を一
層進めるため、共創スキームの構築や共創マインドの醸成に取り組むとともに、
ＮＰＯの活動をサポートします。

【拡】・企業等と協働で課題解決に向けた取組を企画する「共創ラボ」の試行的
　　　　実施
　　　・協働・共創の助言・サポート体制を整備
　　　・協働・共創スキルを高める研修の実施

*県と企業・団体等とで協働して行った事業数：351件(2019年度)→370件 (2021年度)

15,120 Ｒ２当初 8,832
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